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1. はじめに 

 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（以下

USJ とする）など人気テーマパークでは，常

に混雑が発生している．本研究では，混雑を

回避し効率よくテーマパークを回る方法を

提案し，混雑回避方法の提案を行うことを

目的とする．さらに，得られた結果から効率

のよい回り方を提案する． 

2. シミュレーション結果 

 混雑情報所持率を 30％・70％，さらに E パ

ス所持率を 30％・70％の 4 通りの条件（表 1

参照）に変化させシミュレーションを行い，

入場者の平均滞在時間と各アトラクションの

行列人数を出力した． 

 シミュレーション結果を用いて主成分分析

を行い，各アトラクションの最も混雑する状

況を見つけ出した．主成分の分析の結果を示

した図 1 は，ハリー・ポッター・アンド・ザ・

フォービドゥン・ジャーニーは特に人気が高

く，条件 A と B の場合は夕方から夜にかけて

行列人数が多く，一方で条件 C と D の場合は

朝から昼にかけて行列人数が多くなることが

読み取れる．また，ハリウッド・ドリーム・

ザ・ライド～バックドロップ～は，特に条件 A

と B の場合の朝に行列ができることがわかる. 

表 1：条件説明 
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図 1：時間毎の行列人数に対する主成分分析 

3. 考察 

アトラクション行列人数は，混雑情報所

持率が高いほど全体的に少なくなり，待ち

行列人数を減らすことに繋がると考えられ

る．しかしながら，混雑情報が70％の場合，

30％の場合よりもショップとレストランの

行列人数が多く，一方で，全入場者における

E パス所持者の割合が 30％と 70％の場合

を比較しても，全体の行列人数に顕著な変

化はみられないことがわかった.また，二元

配置分散分析の結果，条件とルートの交互

作用はなく，また条件は滞在時間に差がみ

られないが，ルートは差がみられた． 

4. おわりに 

 本研究をきっかけにより多くの人が USJ

を効率よく回り，満足して楽しむことがで

き，その結果，混雑を理由にテーマパークを

敬遠している人にも足を運び楽しんでもら

えるようになることを期待したい． 
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混雑情報所持率 Eパス所持率

条件A 30% 30%

条件B 30% 70%

条件C 70% 30%

条件D 70% 70%


